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施政方針を述べる川野町長

た　総　政　治　開 � 施合連木会川 政振営町さ野 三三三三三三 ヽ “回目 つと町加に 

平
成
十
七
年
第
一
回
町
議
会
定
例

会
の
開
会
に
当
た
り
、
平
成
十
七
年

度
の
町
政
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
と
主
な
施
策
の
概
要
に
つ
き

ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
、
情

報
化
の
進
展
等
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
に
お
い

て
は
、
住
民
福
祉
の
充
実
、
生
活
環

境
の
整
備
、
各
種
基
盤
整
備
な
ど
、

財
政
需
要
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
質
的
に

は
景
気
低
迷
に
よ
る
地
方
税
収
入
の

落
ち
込
み
や
「
三
位
一
体
の
改
革
」

に
よ
る
補
助
金
や
地
方
交
付
税
の
削

減
な
ど
が
影
響
し
、
財
政
運
営
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
私
は
こ
の

）ヽ／

よ
う
な
時
代
を
迎
え
た
今
こ
そ
、
町

民
・
議
会
の
皆
様
と
行
政
が
力
を
合

わ
せ
て
、
こ
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り

越
え
て
い
け
る
よ
う
に
改
革
を
推
進

し
、
自
治
体
が
担
う
べ
き
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
あ
る
べ
き
姿
を
原
点
か
ら
見

直
す
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
行
財

政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
、
足
腰
の

強
い
町
政
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
の
加
治
木
町

総
合
振
興
計
画
も
四
年
目
と
な
り
、

「
心
豊
か
な
活
力
に
満
ち
た
加
治
木

町
」
を
将
来
像
に
定
め
、
「
加
治
木

町
の
恵
ま
れ
た
資
源
を
活
か
す
ま
ち

づ
く
り
」
　
「
み
ん
な
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
二
つ

の
基
本
理
念
と
、
次
の
六
つ
の
施
策

を
基
に
、
平
成
十
七
年
度
の
加
治
木

町
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
保

健
、
医
療
、
福
祉
な
ど
多
方
面
か
ら

の
施
策
及
び
個
人
の
日
常
生
活
で
の

取
組
、
さ
ら
に
、
各
事
業
所
等
が
健

康
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
そ
の
効

果
が
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
す
。

町
で
は
、
町
民
の
参
加
を
得
な
が

ら
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
体
育

施
設
の
充
実
や
体
育
指
導
委
員
の
資

質
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
普

及
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

ヽ
l

保
健
医
療
の
充
実
で
は
、
母
子
保

健
対
策
と
し
て
、
母
子
の
健
康
の
確

保
及
び
増
進
を
掲
げ
、
妊
娠
中
か
ら

幼
児
期
ま
で
の
一
貫
し
た
各
種
健
康

診
査
や
健
康
教
育
・
訪
問
指
導
事
業

等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
健
や
か
に
育

て
る
こ
と
の
で
き
る
支
援
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

成
人
保
健
対
策
で
は
、
各
種
健
康

診
査
や
健
康
相
談
・
訪
問
指
導
事
業

等
を
通
し
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
に

取
り
組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸
等
を

図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
元
気
な
六
十

五
歳
か
ら
活
動
的
な
八
十
五
歳
を
目

指
し
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
マ
ン

パ
ワ
ー
で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進
員

や
運
動
普
及
推
進
員
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
等
と
の
連
携
で
介
護
予
防

対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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感
染
症
予
防
対
策
は
、
保
健
所
及

び
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
高
齢
者
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
は
じ
め
、
乳
幼
児
・

児
童
・
生
徒
へ
の
各
種
予
防
接
種
事

業
等
に
よ
り
、
疾
病
の
発
生
及
び
蔓

延
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉
対
策
は
、
障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
の
た
め
個
々
に
対

応
し
た
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
平
成
十
五
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
支
援
費
制
度
に
よ
る

居
宅
介
護
、
短
期
入
所
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
い
っ
た
居
宅
生
活
支
援
及

び
施
設
訓
練
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
事
業
、
更
生
医
療
給
付

事
業
及
び
補
装
具
交
付
及
び
修
理
事

業
な
ど
と
並
行
し
て
、
障
害
者
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
対
策
で
は
、
「
明
る
く
活

力
あ
る
高
齢
社
会
」
　
を
目
指
し
、
介

護
予
防
を
重
視
し
た
自
立
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
高
齢
者
訪
問
給
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
中
で
、
機
能
訓
練
や
食

の
自
立
支
援
等
の
内
容
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
事

業
等
に
よ
る
高
齢
者
の
社
会
参
加
や

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
や
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
相
談
体
制
充
実
に
よ
り
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
在
宅
生
活
で
き
る
よ
う

利
便
を
図
り
ま
す
。

児
童
福
祉
は
、
次
世
代
育
成
支
援

推
進
法
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
　
「
加

治
木
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
」
　
を
基
本
に
し
、
子
育
て
支
援
の

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
児

童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
よ
う
家

庭
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

経
済
的
支
援
対
策
と
し
て
、
児
童

手
当
や
児
童
扶
養
手
当
、
父
子
世
帯

児
童
養
育
手
当
支
給
事
業
、
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
事
業
等
に
取
り
組
み
、

子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

加
治
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
営
基
盤
の

確
立
に
よ
る
自
立
に
向
け
て
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
は
、
春

日
・
黒
川
住
宅
の
建
替
事
業
を
引
き

続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
建

設
し
て
相
当
年
数
が
経
過
し
て
い
る

既
設
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
耐
力
調

査
等
を
実
施
し
、
安
心
し
て
住
め
る

公
営
住
宅
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

生
活
の
安
全
性
の
確
保
は
、
蒲
生

田
通
線
の
J
R
踏
切
か
ら
護
国
神
社

ま
で
の
歩
車
道
改
良
工
事
を
、
県
単

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
で
は
辺
川

中
地
区
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
排

水
施
設
の
整
備
で
は
、
引
き
続
き
小

陣
地
区
を
実
施
し
ま
す
。

防
災
・
消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
の
危
機
管
理
に
対
応
で
き
る

よ
う
消
防
団
の
訓
練
に
努
め
、
消
防

力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交

通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
、
道
路
交

通
環
境
の
整
備
に
努
め
、
交
通
安
全

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

本
年
度
も
、
未
来
に
引
き
継
ぐ
自

然
環
境
の
保
全
と
活
用
を
推
進
す
る

た
め
、
錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
鹿
児
島
県
市
町
村
土
地
開

発
公
社
加
治
木
町
支
社
が
保
有
す
る

公
共
用
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
で

買
い
取
り
、
多
目
的
広
場
、
運
動
場

等
の
整
備
や
企
業
誘
致
用
地
の
た
め

の
造
成
等
を
実
施
し
、
今
後
の
活
用

方
針
を
定
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
排
水
対
策
は
、
引
き
続
き
河

川
や
水
路
の
水
質
検
査
を
実
施
し
、

各
家
庭
に
お
け
る
台
所
排
水
な
ど
の

浄
化
を
啓
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
を
継
続

し
て
公
共
用
水
域
の
水
質
浄
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

廃
棄
物
対
策
は
、
現
在
最
も
重
要

な
施
策
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
本
町

で
は
、
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
資
源

物
の
品
目
を
十
五
品
目
に
拡
大
し
て

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
減
量

化
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
今
年
度

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
収
集
を
月

二
回
に
す
る
な
ど
、
ご
み
収
集
体
制

を
変
更
い
た
し
ま
す
。

最
終
処
分
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

不
燃
ご
み
及
び
粗
大
ご
み
の
破
砕
処

理
に
よ
る
埋
立
量
の
縮
減
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
終
処
分
場
の
建
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
西
別
府
地
区
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
新
焼
却
施
設
も
、

姶
良
・
蒲
生
町
の
両
町
と
緊
密
な
連

携
を
と
り
な
が
ら
実
現
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

し
尿
、
塵
芥
、
火
葬
の
各
処
理
施

設
に
つ
い
て
は
、
姶
良
郡
西
部
衛
生

処
理
組
合
に
よ
る
共
同
処
理
に
よ
り

効
率
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

本
町
の
自
然
豊
か
な
環
境
を
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
県
や
周

辺
市
町
と
連
携
し
、
今
あ
る
自
然
を

維
持
し
て
い
く
、
「
地
球
に
や
さ
し

い
ま
ち
」
　
を
目
指
し
ま
す
。

美
し
い
環
境
整
備
で
は
、
町
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る

公
園
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。
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教
育
理
念
に
、
「
あ
し
た
を
ひ
ら

く
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
」
　
を
掲

げ
、
次
代
を
担
う
心
豊
か
で
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
力
を
備
え
た
、
子
ど

も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま

で
培
わ
れ
て
き
た
本
町
の
よ
き
　
「
伝

統
と
文
化
」
　
を
継
承
し
っ
つ
、
自
ら

考
え
、
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
人
生

を
切
り
拓
き
、
そ
し
て
、
積
極
的
に

社
会
と
関
わ
り
、
自
分
の
よ
さ
と
可

能
性
を
発
揮
し
、
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
も
ち
、

そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
忍
耐
強
く
努

力
す
る
園
児
・
児
童
・
生
徒
の
育
成

に
努
め
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
国
際

化
、
高
度
情
報
化
等
社
会
の
急
速
な

変
化
の
中
で
、
「
確
か
な
学
力
」
　
の

定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
知
育
・
徳

育
・
体
育
の
調
和
の
と
れ
た
　
「
生

き
る
力
」
　
（
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え

る
力
、
豊
か
な
人
間
性
、
た
く
ま
し

さ
等
）
　
を
備
え
、
郷
土
に
誇
り
と
愛

着
を
持
っ
た
た
く
ま
し
い
園
児
・
児

童
・
生
徒
を
育
成
し
、
個
性
を
生
か

す
教
育
を
推
進
し
な
が
ら
、
新
し
い

時
代
に
対
応
す
る
　
「
加
治
木
ら
し
い

教
育
」
　
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
学
校
が
保
護
者
や
地
域
住

民
の
信
頼
に
応
え
、
土
台
の
し
っ
か

り
し
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
学
校
評
価
の
改
善
、
公
約
制

（
到
達
目
標
の
設
定
）
　
の
導
入
、
学

校
参
観
週
間
の
設
定
を
実
施
す
る
な

ど
学
校
経
営
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
ず
、
「
基
礎
学
力
の
定
着
と
個
性

を
生
か
す
教
育
」
　
の
た
め
に
、
自
ら

学
び
、
自
ら
考
え
る
力
な
ど
　
「
生
き

る
力
」
　
の
育
成
、
基
礎
的
・
基
本
的

内
容
の
確
実
な
定
着
と
、
補
充
・
深

化
、
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導

方
法
の
改
善
、
学
業
指
導
の
充
実
、

情
報
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
資

質
の
育
成
、
学
習
意
欲
を
促
す
評
価

の
工
夫
と
結
果
の
活
用
、
国
際
化
に

対
応
す
る
教
育
の
充
実
、
環
境
と
の

か
か
わ
り
方
を
育
て
る
幼
稚
園
教
育

の
充
実
、
可
能
性
を
伸
ば
す
特
別
支

援
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

〇
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次
に
、
「
調
和
の
と
れ
た
心
の
教

育
」
　
の
た
め
に
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
心
の

教
育
の
推
進
、
全
教
育
活
動
を
通
し

た
道
徳
教
育
や
積
極
的
な
生
徒
指
導

の
推
進
、
心
に
届
く
生
徒
指
導
態
勢

の
確
立
、
い
じ
め
や
不
登
校
等
に
対

応
す
る
た
め
の
総
合
的
対
策
の
推
進

並
び
に
家
庭
、
地
域
社
会
、
関
係
機

関
等
と
の
開
か
れ
た
連
携
、
小
学
校

か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、
自

己
を
見
つ
め
・
自
己
を
高
め
る
進
路

指
導
の
充
実
、
思
い
や
り
の
心
を
育

て
る
人
権
同
和
教
育
の
充
実
を
図
り

ます。さ
ら
に
、
「
す
こ
や
か
な
体
を
育

て
る
健
康
教
育
」
　
の
た
め
に
、
園
児

・
児
童
・
生
徒
の
健
康
づ
く
り
へ
の

意
欲
や
安
全
意
識
の
高
揚
、
体
力
向

上
の
一
環
と
し
て
一
学
校
一
運
動
の

推
進
、
安
全
対
策
と
し
て
　
「
集
団
登

下
校
」
　
の
推
進
、
学
校
給
食
や
家
庭

と
連
携
し
た
食
指
導
の
充
実
、
性
に

関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

教
育
施
設
の
環
境
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
小
学
校
で
は
、
加

治
木
小
学
校
の
管
理
室
棟
の
屋
根
改

修
事
業
、
中
学
校
で
は
特
別
教
室
棟

壁
面
改
修
工
事
事
業
、
加
治
木
幼
稚

園
遊
具
整
備
事
業
、
錦
江
幼
稚
園
防

暑
対
策
事
業
を
実
施
し
、
教
育
施
設

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
そ
の
他
、
幼

稚
園
、
小
中
学
校
の
施
設
維
持
管
理

上
の
簡
易
な
修
繕
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
幼
稚
園
及
び
学
校
ご
と
に
適
切

な
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
耐
震
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
度
、
耐
力
度
調
査
及

び
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
検
討
委
員

会
に
お
い
て
耐
震
化
推
進
計
画
を
策

定
し
、
事
業
実
施
へ
つ
な
げ
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま

ず
安
全
・
衛
生
管
理
の
観
点
か
ら
管

理
職
、
学
校
栄
養
職
員
、
調
理
員
の

意
識
の
高
揚
や
施
設
整
備
の
改
善
に

引
き
続
き
努
め
ま
す
。

食
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、

給
食
指
導
充
実
を
基
盤
と
し
な
が
ら

学
校
栄
養
職
員
の
効
果
的
な
活
用
や

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
た
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
充
実
で
は
、
生
涯
の

各
期
に
応
じ
た
学
習
の
機
会
を
提
供

し
、
町
民
一
人
　
「
一
芸
、
一
学
習
、

一
ス
ポ
ー
ツ
、
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
町
民
の
主
体
的
な

学
習
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
生
涯
学
習
講
座
　
「
か
じ
の
木
大

学
」
　
を
開
講
し
、
生
涯
学
習
の
活
動

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
講
座
内

容
等
を
見
直
し
、
一
般
講
座
・
竜

門
・
永
原
の
地
域
講
座
・
一
日
講
座

を
引
き
続
き
開
設
い
た
し
ま
す
。

甲
子
園
「
盛
宴
＿

食
事
内
容
の
充
実
で
は
、
郷
土
料

理
や
地
場
産
物
の
活
用
に
よ
る
　
「
地

元
の
食
を
考
え
る
日
」
　
や
　
「
鹿
児
島

を
ま
る
ご
と
味
わ
う
学
校
給
食
」
　
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
個
に
応
じ
た
対
応
と
し
て
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
に
新
た
に
取

り
組
み
ま
す
。
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加
治
木
龍
門
陶
芸

健
康
の
里

（
陶
夢
ラ
ン
ド
）
　
は
、
陶
芸
体
験
や

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
な
ど
、
町
民
の
健
康
増
進
と
生
涯

学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
「
生
涯
学
習
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
　
を
テ
ー
マ
に
、
生

涯
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
づ
く

り
や
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、

家
庭
教
育
支
援
事
業
と
し
て
、
妊
娠

期
や
子
育
て
中
、
祖
父
母
等
各
期
の

子
育
て
講
座
の
開
設
や
、
小
学
校
・

中
学
校
に
お
け
る
母
親
・
父
親
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
家
庭
教
育
学
級
や
P
T
A

学
級
の
開
設
、
ま
た
、
町
P
連
の
母

親
研
修
会
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、
「
校

区
の
子
ど
も
は
、
校
区
民
が
育
て
る
」

と
い
う
方
針
の
も
と
、
家
庭
・
地

域
・
学
校
の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も

大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
会
、
校
区
文

化
祭
の
開
催
な
ど
、
各
校
区
部
会
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
公
民
館
活
動
の
活
性
化

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の

伝
統
行
事
の
伝
承
な
ど
、
世
代
を
超

え
た
事
業
を
展
開
す
る
た
め
、
青
少

年
育
成
町
民
会
議
の
校
区
部
会
を
中

心
と
し
た
世
代
間
交
流
事
業
等
の
充

実
・
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
毎
月
三
の
つ
く
日
は
、
「
あ
い

さ
つ
の
日
」
　
と
し
て
町
民
を
挙
げ
て

あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進
で
は
、

十
一
月
の
　
「
文
化
の
日
」
　
を
中
心
に

文
化
交
流
週
間
を
定
め
、
文
化
祭
や

わ
く
わ
く
加
治
末
っ
子
ま
つ
り
等
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
姶
良
地
区
芸

術
祭
は
、
本
町
の
芸
術
・
文
化
活
動

を
郡
内
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会
と

捉
え
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
、
図
書
館
管
理
及
び
貸
出
事
務

の
電
算
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
す
が
、
よ
り
豊
か
で
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
〇
歳
児
を
対
象
に
絵
本
を
手

渡
す
　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
　
に

も
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

郷
土
館
で
は
、
貴
重
な
歴
史
民
族

資
料
の
展
示
を
行
う
と
と
も
に
、
企

画
展
や
郷
土
館
講
座
の
開
催
な
ど
、

先
人
が
残
し
て
く
れ
た
文
化
財
へ
の

理
解
と
、
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
機
会

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
町
民
を
対
象
に
実
施
す
る
史
跡

め
ぐ
り
や
、
案
内
板
や
説
明
板
の
設

置
・
充
実
等
に
よ
り
文
化
財
保
護
の

啓
発
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

文
化
財
の
保
存
・
調
査
を
行
い
、
郷

土
愛
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
今
年
度

は
、
昨
年
度
県
指
定
文
化
財
と
な
っ

た
　
「
日
木
山
宝
塔
」
　
の
修
復
工
事
や

「
竜
門
司
坂
」
　
の
測
量
を
実
施
し
ま

す。
椋
鳩
十
文
学
記
念
館
は
、
今
な
お

多
く
の
読
者
に
感
動
を
与
え
続
け
て

い
る
椋
鳩
十
先
生
の
功
績
を
称
え
、

本
年
度
も
顕
彰
事
業
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
全
国
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
に
取
り
組
み
ま
す
。

道
路
網
の
体
系
的
整
備
と
し
ま
し

て
は
、
県
道
で
は
、
栗
野
・
加
治
木

線
の
歩
道
の
改
良
工
事
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
幹

線
道
路
の
改
良
と
し
ま
し
て
は
、
小

山
田
線
　
（
川
内
地
区
）
　
の
未
改
良
区

問
の
工
事
が
今
年
度
で
完
了
い
た
し

ま
す
。
町
道
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま

し
て
も
、
道
路
舗
装
、
小
規
模
改
良

工
事
な
ど
緊
急
度
の
高
い
箇
所
か
ら

優
先
的
に
実
施
し
、
交
通
の
安
全
が

図
ら
れ
る
よ
う
適
正
な
道
路
管
理
に

努
め
ま
す
。

加
治
木
港
は
鹿
児
島
湾
奥
の
重
要

な
商
業
港
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
度
も
引
き
続
き

県
営
事
業
と
し
て
港
湾
改
修
及
び
補

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
九
月
か
ら
開
始
し
た

循
環
バ
ス
運
営
業
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
十
五
年
度
に
町
乗
合
自
動

車
　
（
町
営
バ
ス
）
　
を
循
環
バ
ス
へ
移

管
し
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
高
齢
者

な
ど
交
通
弱
者
の
交
通
手
段
の
確
保

に
加
え
、
交
通
空
白
地
域
の
解
消
と

地
域
間
の
交
流
促
進
に
よ
り
福
祉
の

向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
運
営

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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国
際
交
流
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
際
交
流
員
及
び
町
内
在
住
の

外
国
人
と
の
連
携
に
よ
り
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
七
月

を
も
っ
て
国
際
交
流
員
の
招
致
事
業

を
終
了
い
た
し
ま
す
。
今
後
は
、

「
鹿
児
島
県
国
際
交
流
協
会
」
　
や

「
加
治
木
国
際
交
流
協
会
」
　
な
ど
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
効
果
的
な
国

際
交
流
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

加
治
木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
を

行
い
、
最
新
の
情
報
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
五
年
八
月
か
ら
本

稼
動
し
た
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
市

町
村
で
の
住
民
票
の
発
行
、
転
出
届

を
事
前
に
郵
送
す
る
こ
と
で
転
出
入

の
手
続
が
転
入
先
の
市
町
村
だ
け
で

済
む
付
記
転
出
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
増
加
し
て
い
く
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
商
取
引
や
各

種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
と

な
る
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
　
「
個
人
認
証
」
　
情
報
を
住
基
カ
ー

ド
内
に
付
加
す
る
こ
と
で
、
一
層
の

普
及
を
図
り
な
が
ら
、
電
子
自
治
体

構
築
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
の
下
、

個
人
情
報
の
流
通
、
蓄
積
及
び
利
用

の
著
し
い
増
大
に
鑑
み
、
「
加
治
木

町
個
人
情
報
保
護
条
例
」
　
を
四
月
一

日
か
ら
施
行
し
、
個
人
情
報
を
適
正

に
取
り
扱
う
と
と
も
に
、
個
人
の
権

利
利
益
の
保
護
に
努
め
ま
す
。

交
流
の
促
進
で
は
、
観
光
の
ス
ポ

ッ
ト
で
も
あ
る
龍
門
滝
や
さ
え
ず
り

の
森
、
高
岡
公
園
、
竜
門
司
坂
、
龍

門
司
焼
窯
元
、
陶
夢
ラ
ン
ド
な
ど
を

リ
ン
ク
さ
せ
、
観
光
客
が
満
足
感
や

や
さ
し
さ
を
感
じ
る
観
光
地
作
り
を

目
指
し
ま
す
。

「
く
も
合
戦
」
　
に
つ
い
て
は
、
他

県
の
保
存
会
と
連
携
し
話
題
性
を
強

く
し
、
全
国
規
模
の
大
会
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
商
工
会
が
発
行
す
る
商
品
券
の

販
売
促
進
を
町
内
買
い
物
運
動
の
一

環
と
し
て
位
置
づ
け
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
の
合

理
化
等
に
よ
り
職
場
を
失
っ
た
労
働

者
の
雇
用
確
保
に
向
け
た
適
切
な
施

策
を
国
・
県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

近
年
、
農
業
・
農
村
の
役
割
に
大

き
な
価
値
を
見
出
す
動
き
、
安
心
で

安
全
な
農
畜
産
物
の
需
要
等
、
農
業

に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
国
が
推
進
す
る
　
「
米
政
策

改
革
大
綱
」
　
に
基
づ
き
、
需
要
に
応

じ
た
米
の
計
画
的
生
産
や
水
田
に
お

け
る
飼
料
作
物
・
大
豆
な
ど
の
生
産

向
上
並
び
に
食
の
基
本
で
あ
る
　
「
地

産
・
地
消
」
　
の
取
組
を
関
係
機
関
団

体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
推
進
い
た

し
ま
す
。

本
町
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
は

企
業
の
定
着
と
誘
致
が
必
要
で
す
。

企
業
定
着
・
誘
致
に
向
け
た
　
「
企
業

間
交
流
事
業
」
　
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す。
初
市
、
夏
祭
り
、
わ
く
わ
く
健
康

秋
ま
つ
り
、
師
走
市
、
加
治
木
と
れ

た
て
市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
商
店
街

活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
捉
え
、
さ

ら
に
経
済
効
果
が
生
み
出
せ
る
よ
う

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
町
に
適
し
た
望
ま
し
い
農
業
構

造
の
構
築
及
び
経
営
指
導
や
農
業
経

営
体
の
育
成
並
び
に
農
地
利
用
集
積

を
図
り
な
が
ら
、
認
定
農
業
者
の
拡

大
、
新
規
就
農
者
、
担
い
手
農
家
の

確
保
に
向
け
た
取
組
や
既
に
産
地
化

さ
れ
て
い
る
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
い
た
し
ま
す
。

小
山
田
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
に
お

い
て
、
地
域
住
民
に
ふ
れ
あ
い
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
食
農
教
育

等
幅
広
い
交
流
活
動
を
推
進
い
た
し

ます。農
産
物
加
工
等
の
特
産
品
開
発
に

つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
取
り
組

み
、
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
高
付

加
価
値
型
農
業
の
定
着
に
よ
り
、
農

業
所
得
の
向
上
、
地
域
・
集
落
営
農

集
団
の
育
成
等
生
産
拡
大
を
図
り
、

地
域
営
農
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
町
農
業
の
最
も
基
本

と
な
る
土
地
の
利
用
計
画
、
産
業
の

将
来
の
見
通
し
な
ど
を
考
慮
し
、
農

業
に
関
す
る
公
共
投
資
、
優
良
農
用

地
の
保
全
、
そ
の
他
農
業
の
近
代
化

の
た
め
の
必
要
な
条
件
を
備
え
た
施

策
を
計
画
的
に
、
か
つ
、
総
合
振
興

計
画
と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
推
進

い
た
し
ま
す
。

農
村
生
産
基
盤
の
整
備
は
、
県
営

事
業
の
　
「
農
免
農
道
整
備
事
業
　
（
小

山
田
地
区
）
」
　
と
　
「
地
域
用
水
環
境
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三宝奉睾‾「雪雲 

整
備
事
業
　
（
木
田
地
区
）
」
　
及
び
団

体
営
事
業
の
　
「
土
砂
崩
壊
防
止
事
業

（
桑
迫
地
区
）
」
　
を
引
き
続
き
実
施

し
、
本
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て

県
営
事
業
で
　
「
土
砂
崩
壊
防
止
事
業

（
高
井
田
地
区
）
」
　
に
着
手
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
農
地
保
全
を
目
的

に
高
潮
対
策
事
業
と
し
て
　
「
海
岸
保

全
施
設
整
備
事
業
　
（
振
興
地
区
）
」

を
実
施
す
る
と
と
も
に
県
単
独
農
業

農
村
整
備
事
業
で
木
田
振
興
地
区
の

か
ん
が
い
排
水
工
事
を
実
施
い
た
し

ます。畜
産
に
お
い
て
は
、
畜
産
経
営
の

動
向
や
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い
手

不
足
と
い
っ
た
農
業
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
一
方
で
、
安
心
・
安
全
な
畜

産
物
の
安
定
供
給
と
農
業
・
農
村
を

担
う
多
面
的
機
能
発
揮
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

対
応
し
な
が
ら
生
産
性
の
向
上
と
低

コ
ス
ト
生
産
を
基
本
と
し
た
活
力
あ

る
畜
産
を
振
興
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
肉
用
牛
経
営
を
中
心
に
、
産
肉

能
力
の
優
れ
た
優
良
牛
の
導
入
・
自

家
保
留
を
促
進
し
、
経
営
の
安
定
を

図
り
ま
す
。
細
や
か
な
指
導
・
助
言

を
行
う
観
点
か
ら
、
I
A
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
巡
回

等
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

共
進
会
場
に
つ
い
て
は
、
本
町
畜

産
振
興
の
核
と
な
る
施
設
で
あ
り
、

春
・
秋
の
共
進
会
、
登
録
検
査
、
そ

の
他
集
会
場
等
に
活
用
し
て
お
り
ま

す
が
、
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
と
の
相

乗
効
果
も
徐
々
に
現
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
多
様
な
活
用
を
模
索
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
安
心
・
安
全
な
農
畜
産
物

の
供
給
の
観
点
か
ら
、
地
域
社
会
と

調
和
し
た
環
境
保
全
型
農
業
を
推
進

い
た
し
ま
す
。
特
に
、
畜
産
振
興
を

図
る
う
え
で
は
適
正
な
家
畜
排
泄
物

の
処
理
・
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
地
域
社
会

や
自
然
環
境
に
や
さ
し
い
畜
産
経
営

を
構
築
す
る
た
め
、
耕
種
農
家
と
の

連
携
に
よ
る
家
畜
ふ
ん
尿
の
有
効
利

用
と
土
作
り
を
基
本
に
、
良
質
な
堆

肥
の
安
定
し
た
生
産
を
促
進
い
た
し

ます。林
業
は
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の

発
揮
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
が
、
木
材
価
格
の
低
迷
、
林
業

生
産
コ
ス
ト
高
に
よ
る
森
林
所
有
者

の
経
営
の
採
算
性
の
悪
化
、
林
業
従

事
者
の
減
少
・
高
齢
化
に
よ
り
生
産

活
動
が
停
滞
し
て
お
り
、
適
切
な
林

業
施
業
が
実
施
さ
れ
に
く
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
多
面
的
機
能
の
発
揮

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
森
林
の
現
況
調
査
や

既
設
の
作
業
路
等
の
維
持
管
理
を
実

施
す
る
　
「
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

交
付
金
事
業
」
　
及
び
　
「
森
林
施
業
計

画
」
　
の
策
定
を
森
林
所
有
者
に
啓
発

い
た
し
ま
す
。

町
有
林
の
施
業
は
、
緑
資
源
機
構

と
の
分
収
契
約
を
し
て
い
る
町
有
林

の
除
間
伐
を
今
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
、
適
切
な
林
業
施
業
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

つ
多
面
的
な
要
素
を
最
大
限
活
か
し

て
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し

て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
町
の
水
産
業
は
、
海
面
漁
業
を

中
心
と
し
て
兼
業
的
な
個
人
経
営
が

大
半
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ア
ユ
・
タ

イ
・
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
の
放
流
や
ア
サ

リ
の
稚
貝
放
流
を
実
施
し
、
資
源
の

確
保
を
図
り
、
観
光
漁
業
の
振
興
に

努
め
ま
す
。

さ
え
ず
り
の
森
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
民
の
保
健
・
休
養
並
び

に
緑
化
の
推
進
、
自
然
環
境
の
保
全

等
に
知
識
の
向
上
及
び
青
少
年
の
体

験
学
習
に
よ
る
森
林
愛
護
思
想
の
高

揚
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
施
設
の
持

男
女
が
と
も
に
社
会
の
一
員
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
じ
き
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策

定
二
年
目
の
本
年
度
は
、
こ
の
プ
ラ

ン
に
沿
っ
て
意
識
啓
発
の
た
め
の
研

修
会
の
開
催
や
情
報
提
供
に
努
め
、

よ
り
一
層
全
庁
的
に
各
種
施
策
に
取

り
組
み
、
本
年
度
か
ら
　
「
女
性
の
た

め
の
総
合
相
談
」
　
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
推
進
懇
話
会
及
び
推
進
委
員

会
・
プ
ラ
ン
研
究
会
の
充
実
を
図
り

ます。二
十
一
世
紀
の
本
格
的
な
地
方
分

権
時
代
に
対
応
し
た
　
「
自
立
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
　
を
推
進
す
る
た
め
、
合

併
の
有
無
に
関
係
な
く
第
二
次
行
政

改
革
実
施
計
画
を
策
定
し
、
歳
出
の

徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
る
抑
制
と
重

点
化
を
進
め
、
歳
入
面
で
も
町
税
な

ど
自
主
財
源
の
確
保
策
を
講
じ
る
な

ど
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
真

に
必
要
な
施
策
、
事
業
を
選
択
し
、

加
治
木
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
感

じ
ら
れ
る
、
ま
た
愛
着
の
あ
る
加
治

木
町
と
な
り
ま
す
よ
う
、
今
後
と
も

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
て

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
議
員
の
皆
様
は
も
と

よ
り
、
町
民
の
皆
様
方
の
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。



kouhou KAJIKI ○

平成昨年度　一般会計当初予算の構成（借換債除く。）

地方
利子
配当
株式

ー1－」二三‾培瑞江＼「‾‾∵諜諾 
寄附金11（0．0％） 

繰入金639，450（9．4％）　　　認識縦 　　　　　　地方交説 

1，785， 

歳　入　　依存財源（26・2％） 

諾　6，詳0　（55”2％） 

町税　　　　　　5怒。 1討箸　　　　　（8・5％） 

国庫支出金 
県支出金　554，018（8．1％） 
343，105 　　（5．0％） 譲与税177，000（2．6％） 課金落籍第　　　　重工 

等譲渡所得割交付金1，000（0．0％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i 
地方消費税交付金18工000（2．7％）
ゴルフ場利用税交付金20，000（0．3％）

自動車取得税交付金26，000（0．4％）
地方特例交付金70，000（1．0％）

交通安全対策特別交付金5，300（0．1％）

普通建設費
890，916（13．1％）

補助事業609 

公償責 　873，751（12．8％ ∴＿＿＿扶助費　　投響薪 �単独事業281 　災 11 

809，768 � 

（11・9％　　　　　歳　　出 �物件費 

6，802，840 �937，104 （13．8％） 

驚鰭　　　千　円 �その他 

人件費 �（36．3％） 補助費等 
1，749．480（25．7％） 繰出金660，609（9，7％） �783，143（11．5％） 

維持補修費62，427（0．9％） � 

積立金1，270（0．0％） �i 

投資及び出資金・貸付金
13，113（0．2％）

予備費10，000（0．2％）

，119（9．0％）

，797（4．1％）

害復旧費
，259（0、2％）
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C。………歳　　入。∴Cie。∪……

●自主財源

町独自で確保できる町税や手

数料、使用料等。

●依存財源

国から交付される地方交付税

や地方消費税交付金、国や県か

らの支出金等。

●地方交付税

国民の負担する税を一定の割

合で町の財政需用に応じて国が

交付するお金。

C……0。e歳　出。。00…U。e

●教育費

教育委員会、小・中学校、社

会教育等のすべての教育関係の

経費。

●民生費

住民が一定水準の生活と安定

した社会生活を保障するのに必

要な経費。

●衛生費

住民が健康にして衛生的な生

活環境を保持するための経費。

●公債費

町億の元金や利子の償還金。

●物件費

賃金や旅費などの事務的経費

及び高熱水費や電話料などの管

理的経費。

費　　に

費　　に

費　　に

衛　　生　　費　　に

農林水産業費に

商　　工　　費　　に

土　　木　　費　　に

諸　支　出　金　に

予　　備　　費　　に

消　　防　　費　　に

教　　育　　費　　に

災　害　復　旧　費　に

130，878千円

853，188千円

1，440，390千円

1，125，260千円

291，525千円

48，894千円

880，460千円

320，038千円

817，195千円

11，259千円

873，751千円

2千円

公　債　費　　に　……・　　10，000千円

合　計　　6，802，840千円

88書聖閥閣莞苗劃随護拓Ii甚…藷調音臆園 

一般会計 �6，802，840千円 � 

簡易水道事業特別会計 �72，898千円 

地域下水処理事業特別会計 �39，595千円 

国民健康保険特別会計 �2，001，303千円 

老人保健医療特別会計 �2，915，945千円 

介護保険特別会計 �1，365，380千円 

農林業労働者災害共済事業 �2，211千円 
特別会計 

水道事業会計 �555，870千円 

会
　
務
　
生
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椎貝を放流する漁協関係者
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出発前にIiI野町長を表敬訪問する奥村さん
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新しく人権擁護委員に委嘱された神田さん

『
か
も
だ
想
い
通
り
』
誕
生

明
る
く
歩
き
や
す
く

昨
年
十
二
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
い

た
、
蒲
生
田
通
り
の
改
良
工
事
が
三

月
未
で
完
了
し
、
か
も
だ
通
り
商
店

街
協
同
組
合
　
（
福
元
武
美
理
事
長
）

は
三
月
三
十
一
日
、
竣
工
記
念
式
を

行
い
ま
し
た
。

式
で
は
福
元
理
事
長
が
、
「
人
と

自
然
に
優
し
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
商

店
街
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。
」
　
と

挨
拶
。
川
野
町
長
と
と
も
に
、
龍
門

司
焼
が
据
え
付
け
ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

関
係
者
た
ち
は
、
加
治
木
女
子
高

校
吹
奏
楽
部
を
先
頭
に
、
生
ま
れ
変

わ
っ
た
　
「
蒲
生
田
想
い
通
り
」
　
を
パ

レ
ー
ド
し
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
町
民

と
と
も
に
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

大
き
く
育
っ
て
ね

ア
サ
リ
の
稚
貝
を
放
流

錦
海
漁
業
協
同
組
合
　
（
松
田
繁
美

組
合
長
）
　
は
、
昨
年
十
一
月
十
日
と

今
年
の
三
月
十
一
日
、
二
十
六
日
の

三
回
に
わ
た
り
、
網
掛
川
河
口
と
別

府
川
河
口
な
ど
に
、
ア
サ
リ
の
稚
貝

約
四
ト
ン
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
年
々
進
み
つ
つ
あ
る
河

川
や
海
の
汚
染
が
ア
サ
リ
貝
の
繁
殖

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
稚
貝
を

放
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
サ
リ
の

減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と

い
う
も
の
。
松
田
組
合
長
は
、
「
今

後
も
計
画
的
に
稚
貝
を
放
流
し
資
源

保
護
に
努
め
、
観
光
潮
干
狩
り
を
実

施
す
る
な
ど
し
て
観
光
客
の
誘
致
に

も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
」
　
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

繋
師
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ

青
年
海
外
協
力
陸
島
の
奥
村
さ
ん

開
発
途
上
国
の
国
づ
く
り
に
協
力

す
る
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ロ
ン
ボ
ク
島
へ
派

遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
加
治
木
高

校
出
身
の
奥
村
佳
子
さ
ん
が
、
任
地

出
発
前
の
三
月
三
十
一
日
、
川
野
町

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

奥
村
さ
ん
は
、
船
橋
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
で
助
産
師
と
し
て
勤
務
し
て

い
ま
し
た
が
、
協
力
隊
員
参
加
を
機

に
同
セ
ン
タ
ー
を
退
職
。
「
私
の
と

り
え
は
体
力
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

が
現
地
で
精
一
杯
頑
張
り
た
い
。
」

と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

任
期
は
二
年
で
、
母
子
栄
養
指
導

や
乳
幼
児
検
診
な
ど
の
巡
回
指
導
を

行
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
心
が
ひ
と
つ
に

栄
光
の
架
橋
な
ど
を
熱
唱

加
治
木
少
年
少
女
合
唱
団
の
第
四

回
定
期
演
奏
会
が
三
月
二
十
八
日
、

加
音
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
合
唱
団
は
、
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

サ
ー
ク
ル
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成

九
年
に
結
成
さ
れ
、
毎
月
第
二
・
第

四
土
曜
日
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
で
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

二
十
三
人
の
団
員
た
ち
は
、
ピ
ア

ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、
全
十
三
曲
を

心
を
込
め
て
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。
団

長
の
稲
葉
成
美
さ
ん
　
（
錦
江
小
旧
六

年
）
　
は
、
「
み
ん
な
と
歌
う
時
間
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
サ
ー
カ
ス
と

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
一
番

の
思
い
出
。
こ
れ
か
ら
も
歌
を
続
け

た
い
。
」
　
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

神
田
由
美
子
さ
ん

加
治
木
町
人
権
擁
護
委
員
に
小
陣

の
神
田
由
美
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、

四
月
七
日
、
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱

状
の
伝
達
式
が
町
長
室
で
行
わ
れ
ま

した。神
田
さ
ん
は
、
二
月
二
十
八
日
で

任
期
満
了
と
な
っ
た
深
浦
卓
二
さ
ん

の
後
任
と
し
て
、
町
議
会
の
同
意
を

得
て
法
務
大
臣
に
推
薦
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
人
権
擁
護
委
員
は
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、

人
権
が
侵
さ
れ
た
人
が
い
た
場
合
に

は
相
談
相
手
に
な
り
、
適
切
な
処
置

を
講
じ
て
救
済
を
図
り
ま
す
。

▼
神
田
さ
ん
の
連
絡
先

住
所
　
反
土
七
六
〇
番
地
一

電
話
　
6
2
－
5
9
8
1
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永年行政連絡員を務められたみなさん

日
本
文
化
を
堪
能

花
見
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
国
際
交
流

加
治
木
国
際
交
流
協
会
主
催
の
第

三
回
花
見
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
I
N
加
治

木
が
四
月
一
日
か
ら
三
日
間
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
民
と
外
国
人
と
の
異
文

化
交
流
を
目
的
と
し
て
、
県
内
外
の

A
L
T
　
（
外
国
人
語
学
教
師
）
　
を
中

心
に
十
四
名
が
参
加
。
参
加
者
た
ち

は
各
受
入
家
庭
に
宿
泊
し
、
期
間
中

着
付
け
や
茶
道
、
弓
道
と
い
っ
た
日

本
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

花
見
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
、
網
掛
川

公
園
で
杵
と
臼
を
使
っ
た
餅
つ
き
に

み
な
大
は
し
ゃ
ぎ
。
「
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
。
」
　
と

参
加
者
の
ノ
ー
マ
ン
さ
ん
　
（
ジ
ャ
マ

イ
カ
出
身
）
。
満
開
の
桜
の
木
の
下

で
、
参
加
者
の
笑
顔
は
つ
き
た
て
の

お
餅
の
よ
う
に
柔
ら
か
で
し
た
。

キ
ャ
ロ
ッ
ト
ま
つ
り
賑
や
か
に

ひ
な
じ
ょ
躍
り
も
披
露

桜
が
咲
き
始
め
た
四
月
三
日
、
隈

原
の
町
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
で
、
第

十
回
キ
ャ
ロ
ッ
ト
花
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
隈
原
特
産
の
人
参
を

原
料
に
用
い
た
ジ
ュ
ー
ス
や
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
、
乾
麺
な
ど
の
キ
ャ
ロ
ッ
ト

商
品
の
ほ
か
、
採
り
た
て
新
鮮
野
菜

や
手
作
り
料
理
な
ど
を
販
売
。
隣
接

す
る
高
岡
公
園
の
花
見
客
な
ど
も
大

勢
買
い
物
に
訪
れ
、
レ
ジ
に
は
長
い

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

う
隈
原
地
区
の
伝
統
行
事
　
「
ひ
な
じ

ょ
踊
り
」
　
を
は
じ
め
、
賑
や
か
な
歌

や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
で
入
学
式

元
気
い
っ
ぱ
い
の
新
一
年
生

小
・
中
学
校
の
入
学
式
が
四
月
六

日
、
各
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
別
府
に
あ
る
永
原
小
学
校
に
は

新
一
年
生
四
人
が
入
学
。
中
萩
知
治

校
長
が
、
「
み
な
さ
ん
の
入
学
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
友
だ
ち

を
た
く
さ
ん
作
り
、
誰
と
で
も
仲
良

し
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
　
と
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

新
一
年
生
の
一
人
、
清
水
風
花
さ

ん
は
柁
城
中
校
区
在
住
で
す
が
、
特

認
校
制
度
を
利
用
し
て
入
学
。
父
親

の
和
明
さ
ん
と
母
親
の
恵
さ
ん
は
、

「
こ
の
地
域
の
自
然
が
気
に
入
っ
て

永
原
小
へ
の
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

明
る
く
の
び
の
び
と
育
っ
て
欲
し
い

で
す
。
」
　
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

晴二
十
七
人
が
加
治
木
町
へ
赴
任

加
治
木
町
教
職
員
就
任
式

こ
の
四
月
に
加
治
木
町
内
の
小
・

中
学
校
に
赴
任
さ
れ
た
先
生
方
の
就

任
式
が
四
月
八
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

柁
城
小
学
校
に
赴
任
し
た
宮
園
由

香
教
諭
が
、
小
川
正
幸
教
育
委
員
長

に
向
か
っ
て
宣
誓
書
を
読
み
上
げ
た

後
、
柿
内
教
育
長
が
　
「
子
ど
も
の
実

態
を
し
っ
か
り
捉
え
、
心
の
こ
も
っ

た
教
育
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
転
入
教
職
員
を
代
表
し
て

加
治
木
中
学
校
の
岩
切
和
良
校
長
が

「
地
域
づ
く
り
は
人
材
づ
く
り
を
理

念
に
、
加
治
木
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
　
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

行
政
迎
路
貝
に
辞
令
を
交
付

八
人
に
感
謝
状
を
贈
呈

平
成
十
七
年
度
行
政
連
絡
員
辞
令

交
付
式
が
四
月
十
八
日
、
加
音
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

百
二
十
五
人
の
行
政
連
絡
員
を
代

表
し
て
、
中
浜
の
岩
田
馨
さ
ん
に
川

野
町
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
行
政
連
絡

員
と
し
て
地
域
住
民
の
融
和
と
育
成

に
御
尽
力
く
だ
さ
っ
た
、
中
塩
入
の

永
井
和
則
さ
ん
、
岩
原
南
の
日
高
重

敏
さ
ん
、
内
原
田
の
中
丸
久
さ
ん
、

下
新
道
の
西
村
五
郎
さ
ん
、
小
陣
の

濱
田
忠
治
さ
ん
、
川
原
の
原
口
正
さ

ん
、
南
塩
入
の
川
原
宏
さ
ん
、
束
諏

訪
の
都
営
光
夫
さ
ん
の
八
人
に
、
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

－
吉
子
子
詰

し
言
古
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主に18歳未満の児童を対象とした、いろいろな福祉制度があります。

●児童扶義手当

18歳未満の児童を養育する、配偶者のいない母親等　※所得制限があります。

●特別児童扶養手当

20歳以下の知的障害児・身体障害児を有する保護者　※所得制限があります。

●ひとり親医療費助成

18歳未満の児童を養育する、ひとり親家庭の母子及び父子等

●乳幼児医療費助成

6歳未満の児童（6歳になった誕生月まで）

☆1人一月の医療費に係る自己負担金が3，000円を超えた場合、自己負担金の一部

を助成します。なお、0歳児及び町民税非課税世帯は　全額助成となります。

●児童手当

9歳までの児童を養育する家庭　※所得制限があります。

☆出産・転入等の場合、保険生活課で手続してください。

●父子世帯児童養育手当《加治木町独自の制度》

毎年12月1日を基準日として、加治木町に引き続き6か月以上住所を有する、18歳

以下の児童を扶養する父親

☆年額2万円（2人以上の場合は、1人につき5千円加算）。年1回12月に支給

●子どものショートステイ事業

☆保護者が疾病、出産、看護、事故又は災害等の事由により、18歳以下の児童の

養育を行うことが一時的に困難となった時、1週間を限度として施設に当該児童

を預けることができます（本人負担あり）。

燕
写p㊨周⑳国種

キラギブクラブ室員募藁
《毎週月曜日に実施しています》

キラキラクラブは、平成17年度から自主活動になりました。
一緒に楽しく体を動かし、さわやかな汗を流しませんか？

運動普及員がお手伝いします。

月 �日 �曜 �時　　間 �′軸音園音漢斧 �会　　場 

5 �23 �月 �9：30－11：00 �ウ　ォ　ーキ　ング �保健センター前 
30 �月 �9：30－11：00 �リ　ズ　ム　体　操 �町　営　体　育　館 

6 �6 �月 �9：30－11：00 �軽　ス　ポ　ー　ツ �町　営　体　育　館 
13 �月 �9：30－11：00 �ウ　オ　ーキ　ング �保健センター前 

20 �月 �9：30－11：00 �リ　ズ　ム　体　操 �町　営　体　育　館 

27 �月 �9：30－11：00 �軽　ス　ポ　ー　ツ �町　営　体　育　館 

●8月は休みです　●費用　会費：500円（月額）スポーツ保険800円（年額）
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●県民税（均等割）について　県では　平成17年4月1日から森林環境税条例が施行されました。
1．税の目的　森林環境税は、県土の保全など　森林のもつ公益的な機能の重要性を県民の皆様に

御理解いただくとともに、県民共通の財産である森林環境の保全を図るための税です。
2．課税及び納税の仕組み

○鹿児島県内に住所がある方…・500円／年

（前年中の所得金額が町の条例で定める金額以下の方には課税されません。※1）

○県内に事業所などを持っている法人…・均等割額の5％相当額

を現在の県民訊均等劃しに加えて納めて＿いただきます。

※1　均等割がかからない方
・前年中の所得が28万円以下の方

・扶養のいる方は、前年中の所得が28万円×（本人＋扶養人数の合計）＋17万6千円以下の方

3．課税期間　個人…・平成17年度から平成21年度までの5年間

法人…・平成17年4月1日から平成22年3月31までの5年間に開始する事業年度

森林環境税に関する問い合わせ先 

税額や納税方法に関すること　加治木総務事務所　課税課　　　℡63－3111 

税収の使い道に関すること　　鹿児島県林務水産部林務水産課　℡099－286－2111（内線3325） 

ホームページ　URL　http：／／www．pref．kagoshima．jp／home／zeimuka／index．htmi 

●町民税（均等割）について

公正な税負担の観点から、塑筆削の納税義務を負う夫と‾生計を同一にする「妻」に対する均等割の非課

税措置を平成17年度から段階的に廃止し、所得金額が「定額を超える方に均等割が課税（平成17年国事
2分扉‾‾両頭で謹税し、平成18年度から全額で課税）されます。

ただし、森林環境税分の500円については2分の1の措置は適用されません。

例えば、パート収入93万円を越える妻の均等割について

－ �県民税均等割（年税） �町民税均等割（年税） �合　　計 

平成17年度 �500円＋500円（森林環境税分）＝1，000円 �1，500円 �2，500円 

平成18年度 �1，000円＋500円（森林環境税分）＝1，500円 �3，000円 �4，500円 

（均等割は前年中の所得金額が町の条例で定める金額以下の方には課税されません。上記※1）

【所得控除について】

配偶者特別控除（上乗せ部分）が廃止されました。

個人所得課税の「空洞化」の状況を是正し、広く公平に負担を分かち合うとの基本的な考え方の下、平

成16年分の申告から配偶者特別控除（上乗せ部分）が廃止されました。

配偶者控除配偶者の特別控除の仕組み（個人住民税）　　（例　配偶者が給与所得者の場合）
納税者本人の

円）受ける控除額　　　　　配偶者の給与収入 �左の白色で表示されている部分が今回 廃止される部分です。下の青色の部分に ついては特別控除として継続されます 

：†配偶者の特別控除（75諾満） ；擢除33万。85909轟 

512軽 135 の特別控除140 141万円未満 141万円配偶者の給与収入 

？　　　　　33万円 …　　　　　l弼 0 

配偶者の給与所得が増える
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縛鷺亨坤職制翰墟酷猪割勘
圃教育委員会では、子どもたちがいろいろな体験活動を通して、心豊かにたくましく育
つことを願って「地域が育む『加治末っ子』育成プ

ラン」を作成しました。これを受けて、平成16年

度に「加治末っ子手帳」を作成し、町内の全小・中

学生及び自治会、学校、公民館等に配布してありま
す。

この手帳の内容は、子どもたちが自主的に活動で

きるように、「活動の進め方」「年間イベント」等が

盛り込まれています。また、活動の記録が残るよう

に「思い出ノート」の欄等、工夫がされています。

小学校下学年期（1－3年）、上学年期（4－6年）、

中学生期と子どもたちの発達段階に応じて作成して

あります。

ぜひ、「心豊かにたくましい加治末っ子」を育成

する上で、御活用ください。

l魚　　　　　　　　　　　で

剛 �＿　教　　」 � �教育委員会社会 �課 

●　● � �内線 � 

高二古賀J＼モゝ‘○穐入手ゝ �����8　東詔閻麗 

夢矛’ rIさば － jO リ ．’〃● 「 � �蘭蛙e　r癒 �盤 ii � �i I II 三宝 �川＿；； 〉 ▲Yl▲ ＿”王事漢書≡ 個■D6月19日（日） 年前8時30分・一 四福祉センター 範囲困り 役場企画課へ直接電話で申し込む。 ｛国昭抄6月17日（金）午後5時（厳守）i ※出場者は、くも3匹持参となります。 ‘i‥濃艶 了・王 ；ヽ 二㌧ 高 三藩i憫1－、 iil．・∵ l ：・や∴：∴∴ �i）i I ○ ○ ▲ 〃 l▼ t ● ● � 

● 〟　－ ���＼S申込み・問い合わせ先 く蔀役場企画課℡62－2111・内線362 

一一。＿　　　　‾「；．　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　r▼　　　”‾ ��蜘）爪帥聞つやづ �1 
看音　　　　　　　　　　＿土。　I　　▲う’　　　　　r　　　H　　　t ��� 

堰囲雑器寵菱田粥開院Ⅲ �聞四囲出藍 
納期限（5月31日）までに納めましょう。 

納税は手軽で便利な口座振替で！ ��� 
手続は口座をお持ちの銀行や農協等で簡単にできます。 

苗IE≡王覆輯種漢親嵩韓i書証四国圏1菓萱1璃績田園国正か 
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葦教育委員会だより
加治木の家庭教育第9章 子どもに家族の一員としての存在感を身iこ付けさせよう

平成17年度加治本町教育の重点目標

喜んで登園・登校し、楽しく学ぶ幼稚園・学校にします。
基礎基本の定着を図り、確かな学力の定着に努めます。

心豊かな加治末っ子を育成します。

健やかでたくましい体、強い心、発達段階に即応した運動能力を備えた青少年を育成します。

特色ある学校、開かれた学校づくりに努めます。

教職員の資質向上に努めます。

学校・家庭・地域社会の連携と、それぞれの教育力の向上に努めます。

町中をキャンパスにした多様な学習が展開する生涯学習の推進に努めます。

人権同和教育・男女共同参画社会・環境教育等の充実に努めます。

文化財の保存、活用、継承に努めます。

健康で生き生きとしたスポーツ・レクリエーションの町づくりに努めます。

17年度教育委員会合議の基本方針

方　　　　　針 �所轄施設 �主な主催行事 

豊かな心やたくましく生きる力や、自ら学ぶ意欲と社会の �学校給食センター �定例教育委員会 
変化Iこ主体的Iこ対応できる能力「生きる力」を備えた児童 
・生徒の育成をめざし、施設設備及び環境整備の充実を図 

るとともに、事務・事業を執行し、教育行政事務の効率的 
な運営Iこ努める。 

加治木町のよき「伝統と文化」を継承しつつ、自ら考え、 �ふれあいルーム �教育講演会等 少年の主張大会 水泳・陸上記録会 健康診断等 
夢や希望に向かって人生を切り拓き、そして、積極的Iこ社 
会と関わり、自分の良さと可能性を発揮し、社会の発展に 
貢献しようとする気持ちをもち、その実現に向かって忍耐 
強く努力する園児・児童・生徒を育成する。 

：∴　∴∴∴∴ �生涯の各期に応じた学習機会の提供Iこ努め、「学ぶようこ �図書館・郷土館 �町　民　体　育　祭 

ぴ」「活かすようこぴ」「助Iナ合うようこぴ」の実現をめ 
さす。このため、町民一人「一芸・一学習・－スポーツ・ �文　化　財　室 �文　　化　　祭 
ーボランティア」をモットーに町民の主体的・創造的な学 �椋鳩十文学記念館 �加治木っ子祭り 

菖活動を推進するとともIこ、「心豊かで郷土愛に満ちた青 �龍門陶芸・健康の里 
少年の育成」iこ努める。 

町内児童生徒数及び学級数一覧

1年 ��2年 ��3年 ��4年 ��5年 ��6年 ��特塑 ��計 

人数 �組 �人数 �組 �人数 �組 �人数 �組 �人数 �組 �人数 �組 �人数 �組 �人数 �学級数 

柁城小学校 �66 �3 �71 �2 �67 �2 �77 �2 �85 �3 �73 �2 �5 �2 �439 �16 

錦江小学校 �55 �2 �76 �3 �68 �2 �71 �2 �66 �2 �68 �2 �4 �2 �404 �15 

竜門小学校 �6 �1 �11 �1 �9 �1 �13 �1 �10 �1 �8 �1 � � �57 �6 

永原小学校 �4 �1 �7 �1 �8 �1 �10 �1 �11 �1 �4 �1 � � �44 �5 

加治木小学校 �65 �3 �60 �2 �80 �2 �65 �2 �83 �3 �63 �2 � � �416 �14 

小　　計 �196 � �225 � �232 � �236 � �255 � �216 � �9 �4 �1，360 � 

加治木中学校 �247 �7 �252 �7 �240 �6 � ������6 �1 �739 �21 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
○
○



e

＼一一一一一一一一一一一一－一　　　　　一一一一　　　　　　　　　－一　　　　　　　　　一一一一一　一一－〉－）《＿－　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　＿

「みんなが力を合わせて参画する地域づくり」

同参画
＿＿＿＿　　　　　一一一一

ー暮らしの中の願いが生かされる地域へー

木田三地区公民館　地域づくり講演会から
3月19日（土）、木田三地区公民館で地域づくりや男女共同参画のアドバイザーたもつゆかり

さんによる講演会がありました。講師のお話が参加者のアンケートから伝わってくるようです。

●目からウロコの話が開けて、参加して本当によか

ったと思います。お互いを認め合うことが、支え

あうカになっていくということ、地域を活性化す
るために大切なことだということに気付きました。

今まで行政に任せたままで　自分から動いてい
くということに気が付かないできました。地域の
カが子供たちを育てるカになっていくというお話
に励まされました。今後、自分の暮らしやまわり
の暮らしをしっかりと見つめた生き方をして、自

分のできることをやっていきたいです。たもつ先
生には初めてお会いしましたが、とても素敵な方
で見とれていました。

●世の中の現状がどうして生まれたか。

分かりうれしかった。地域の自治の大切
がなぜこんなに混迷しているかがよくわ
た。ありがとうございました。

●納得の連続でした。私もできる事から少しずっ

やっていきたいと思いました。

出席してよがったです。

●とてもわかりやすい話でした。子育てをしている親

にとって過ごしやすい暮らし、また地域の一人ひと
りの願い・希望が叶えられる町づくりが必要だと、
みんなが思える地域にしていけたらと思います。

●人はそれぞ

人を尊重す
●元気が出ま

しっかり考

とばが心に残りました。個
じました。

分が今いる場でできることを
ます。

●講演課題は特に興味を持てるほどではありません
でしたが、講演のトークに個性がにじみ、それが
加味されることによって、いつの問にか莱しんで

真剣に考えさせられました。このような機会を大
いに活用し、自己啓発に努めたいと思いよした。

講演内容に具体性があり、説得力がありました。

●何度かたもつ先生の講話を聞いて、少し自分の中
に自治（地域自治）の形ができてきたように思い
ます。認め合うことが、違いを認め合うことにつ
ながることを深く心にきざみ，同じ考え方のでき
る人を広げていかなければならないと、話を聞き
ながら思いました。

●地域生活者としてコミュニティーの活性化の話を

聞きました。内容はよく分かりますが、現実はな
かなか難しいです。

：∴∴二㌔ ヽ1 言〉 � �‾、看””」，題 

、〉 　ノト �▼　Il �注、1書目 〕 

約50名の参加がありました

4月から　加治本町女性相談を開始しています。
いろんな問題をかかえて、どうしたらいいのか分からない！そんなとき、ひとりで悩まず相談してみませんか？

女性相談員が一緒に悩み事を考え、あなた自身の力で問題解決へ向かうお手伝いをします。

日　時　毎週火曜日9：00・－12：00（年末年始・祝祭日は除く）

方　法　原則　電話相談　相談日専用電話62°2230

面接相談も可。内容によっては専門機関への紹介・連絡も致します。

二相談員　2名（女性相談員）　　守目談料　無料　　秘密は固く守ります。
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雪「Bettyの語らナイト」以外にもう‾つ大きなイベ参加してくれました。イベント終了後、参加者達から 蓋ントがありました。それは4月1日から3日までKIFA多くのおはめの言葉をもらいましたが、ホストフアミ 

菖（加治木国際交流協会）が主催した花見ホームステイ　リーや日本文化の先生、ボランティアの方々、KIFAi し 
富　です。3回目の今年は、カナダ、アメリカ、中国、才　の役員達がいなければイベントは成功しえなかったと 

ーストラリア、アイルランド、メキシコ、ジャマイカ　思います。皆さん、御協力いただき本当にありがとう 

の7か国14人の参加者とホストファミリー14家族の御　ございました。 

陣菱詮誤器㌔グラムに参加し、現在鹿児　高 島県や宮崎県で国際交流員や英語指導助手として働い ています。皆、一人暮らしをしており、日本の家庭が ことがありませんでした。そこで、花見ホームステイ　′世、－l 憲謹憲寵聾∵適二二二弼審判 

子 守二二1品＝ii‾∴　　　　‾i二二‾i惑ミニii i　一一一一一二二二二一1－1－二i∴二11－1∴ニi二二箪製織 

、言、等親器諾ご業揃〒きました誕野 
こ　　私は仕事があったため、旅行には出かけられませんでしたが、自 
； D　宅でゆっくりと過ごしてリフレッシュできました。5月に入り、加治 

800　木での生活も9か月になりましたが、時間が立つのが早くてちょっと 
＿＿＿＿工．　不思議な感じがします。 

4月1日の対面式から、2日の国際交流ナイト、3日 

「Bettyの語らナイト」は順調に　の日本文化紹介と餅つき花見ピクニックまで順調に進　昌 

やっと自分の英語の名前になれ　みました。参加者達は日本の生活と文化を体験し、ホi 

思います。　　　　　　　　　　　ストファミリー家族の一員になり、仲良くイベントに 

ト」以外にもう一つ大きなイベ　参加してくれました。イベント終了後、参加者達から 

：れは4月1日から3日までKIFA　多くのおはめの言葉をもらいましたが、ホストフアミ 

）が主催した花見ホームステイ　リーや日本文化の先生、ボランティアの方々、KIFA　隆 

l 

韻醗隷繕轟韓轟 ‾」」T霞器易間際一 二　∴灘綾瀬麟 　た・に補い �葛臆〇〇m 翻 意 ′ 葛■〇〇m ．、一一● ヽ・一〇t〇〇一 �J l r 
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おはなし会の 御案内 （毎月第2土曜日） �譜諾競業遜 

※どなたでも参加できます。お気軽にお越し下さい。 
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人口・世帯の動き
平成17年4月1日現在

総人口 �22，790人（△284） 

男 �10，513人（△156） 

女 �12，277人（△128） 

世帯数 �9，033（△102） 

出生 �19人　　死亡　　18人 

転入 �180人　　転出　　465人 

※（）内は前月との比較

月　日 ���医療機関 �電　話 �医療機関（小児科） �電　話 �医療機関（眼科） �電　話 

5 月 �15 �（日） �すこやかクリニック �62－0308 �すこやかクリニック �62－0308 �渡辺眼科クリニック �45－6888 
22 �（日） �西国耳鼻咽喉科クリニック �62－8787 �た　ち　く　ら　小　児科 �47－1211 �い　ぢ　ち　眼　科 �47－3618 

29 �（日） �さ　ん　の　う　内　科 �63－3000 �あ　い　ら　小　児　科 �66－0115 �神　　村　　眼　　科 �64－5556 

6 月 �5 �（日） �松本外科　胃　腸科 �63－1911 �か　わ　の　小　児　科 �42－8866 �隼　人　福　島　眼　科 �64－2940 12 �（日） �すこやかクリニック �62－0308 �すこやかクリニック �62－0308 �西　眼　科　医　院 �62－2526 

19 �（日） �加治木駅前クリニック �62－2222 �いかりこともクリニック �48－5858 �椎　原　眼　科　医　院 �43－1050 

26 �（日） �港　町クリ　ニ　ック �63－9791 �か　わ　の　小　児　科 �42－8866 �青　雲　病　院　眼　科 �66－3080 

診療時間 ���午前9時～午後5時 ��午前9時～午後5時 ��午前9時～午後1時 
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（株）豊正枝建コンサルタントの社員が総出で加治木
小周辺の河川清掃に汗を流しました。
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春の全国交通安全運動の初日、交通安全母親の会がド
ライバーに安全運転を呼びかけました。
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1教⊥ 

花見ホームステイIN加治木で弓道や書道を体験する外国人たち

「暮らしのカレンダー」の

訂正をお願いいたします。
3月に各家庭へ配布いたしました「暮らしのカレンダー」に誤りがありました。

深くお詫び申し上げますとともに、次のように訂正をお願いいたします。

訂正箇所…・来年3月のページ

（諜） �（正） 

膏分の「I �3月20日（月） �3月21日（火） 

御迷惑をおかけして申し訳ございません。

㊧　この広報紙は再生紙を使用しています0
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